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議会スタッフ新構成決まる ! !
　改選後初の議会（第14回臨時会）が５月１日に開催され、正副議長の選挙及び常任委員会・議会運営委
員会等の選任等が行われ議会人事が決定しました。

 （敬称略）

副
議
長

　
松
　
澤
　
周
　
作
︵
三
机
︶

議
　
長

　
菊
　
池
　
孝
　
平
︵
九
町
︶

　

こ
の
度
、
５
月
１
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
副
議
長
の
職
に

就
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

菊
池
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
円
滑
な

る
議
会
運
営
に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
３
代
伊
方
町
議
会
議
長

の
重
責
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
上
は
、私
の
政
治
理
念
で
あ
り
ま
す
「
郷
土
愛
」
を
ベ
ー
ス
に
、

「
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
お
年
寄
り
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」「
若
者
が
定
住
出
来
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
郷
土
「
伊
方
町
」
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議会運営委員会

委 員 長 山　本　吉　昭
副 委 員 長 吉　川　保　吉
委 員 清　家　慎太郎
委 員 小　林　絹　久
委 員 吉　谷　友　一
委 員 髙　岸　助　利

常　　任　　委　　員　　会

総務文教委員会 産業建設委員会 生活福祉委員会

委 員 長 小　林　絹　久 吉　谷　友　一 清　家　慎太郎
副 委 員 長 渡　邉　信　二 廣　瀨　秀　晴 菊　池　隼　人
委 員 小　泉　和　也 福　島　大　朝 山　本　吉　昭
委 員 中　村　敏　彦 吉　川　保　吉 阿　部　吉　馬
委 員 髙　岸　助　利 中　村　明　和 桝　田　和　美
委 員 菊　池　孝　平 松　澤　周　作 篠　川　長　治

�

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会�

　

委　
員　
長　

中　

村　

敏　

彦

　

副
委
員
長　

桝　

田　

和　

美

�

八
幡
浜
地
区
施
設
事
務
組
合
議
員�

　

山　

本　

吉　

昭

　

阿　

部　

吉　

馬

��

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏�

�

組
合
議
員�

　

小　

林　

絹　

久

�

南
予
水
道
企
業
団
議
会
議
員�

　

菊　

池　

隼　

人

　

桝　

田　

和　

美

�

愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合�

�

議
員�

　

菊　

池　

孝　

平

�

監
査
委
員�

　

髙　

岸　

助　

利
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平
成
20
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
（
行
政
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
整
備
事
業
）
他
25
事
業

翌
年
度
繰
越
額

８
億
９
、
０
７
２
万
９
、
４
８
０
円

平
成
20
年
度
伊
方
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
業
務

翌
年
度
繰
越
額

１
８
０
万
６
千
円

平
成
20
年
度
伊
方
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

　

伊
方
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業

翌
年
度
繰
越
額

１
億
５
、
４
６
８
万
８
千
円

平
成
20
年
度
伊
方
町
小
規
模
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

　

豊
の
浦
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整

備
事
業

翌
年
度
繰
越
額

７
、
９
９
７
万
円

平
成
20
年
度
伊
方
町
土
地
開
発
公

社
決
算
書
の
提
出
に
つ
い
て

収
益　

８
万
６
３
８
円

費
用　

13
万
３
、
３
６
０
円

当
期
損
失　

５
２
、
７
２
２
円

平
成
20
年
度
株
式
会
社
ア
グ
リ
瀬

戸
経
営
状
況
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

経
常
収
益　
５
、
６
６
１
万
４
千
円

経
常
費
用　
５
、
６
２
８
万
１
千
円

当
期
利
益　

33
万
２
千
円

税
引
後
当
期
利
益　

29
万
１
千
円

平
成
21
年
度
伊
方
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

事
業
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
８
９
万
７
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

19
億
１
、
８
４
４
万
２
千
円
と
す
る

直
営
診
療
施
設
勘
定

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
１
４
万
８
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

６
億
７
、
５
１
２
万
４
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
万
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

１
億
７
、
７
４
３
万
８
千
円
と
す
る

平
成
21
年
度
伊
方
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、
４
０
５
万
５
千
円
を
追
加
し

予
算
の
総
額
を

10
億
４
、
４
９
２
万
１
千
円
と
す
る

６ 月 定 例 会 の 動 き６ 月 定 例 会 の 動 き６ 月 定 例 会 の 動 き
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰

第17回定例会は６月24日～26日開催
報告６件、条例１件、補正予算４件
契約９件、人事５件、選挙２件

（すべて原案可決･同意しました）

主
な
決
定
事
項

報
　
　  

告

条
　
　  

例

補
正
予
算

伊
方
町
心
身
障
害
者
福
祉
給
付
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　

心
身
障
害
者
福
祉
給
付
金
の
受

給
資
格
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
21
年
度
伊
方
町
一
般
会
計
補

正
予
算 

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
８
、
８
５
２
万
４
千
円
を
追

加
し

予
算
の
総
額
を

１
１
５
億
６
、
７
８
３
万
８
千
円

と
す
る

契
　
　  

約

大
成
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

（
分
割
の
５
）
請
負
契
約
の
変
更

締
結
に
つ
い
て

変
更
前

８
、
９
４
６
万
円

変
更
後

１
億
２
、
０
２
０
万
４
千
円

（
事
業
量
変
更
に
よ
る
増
額
）

ア
イ
エ
ン
工
業
株
式
会
社
松
山
営

業
所

伊
方
保
育
所
改
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

２
億
１
、
１
０
５
万
円

井
原
工
業
・
宇
都
宮
組
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

井
原
工
業
株
式
会
社
松
山
支
店

（
仮
称
）
伊
方
町
斎
場
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

　主　な　内　容  （単位：千円）
事 　業　 内　 容 予算額

太 陽 光 発 電 補 助 1,400
結 婚 支 援 事 業 1,100
ふ る さ と づ く り 推 進 補 助 金 23,400
心 身 障 害 者 福 祉 給 付 金 903
最 終 処 分 場 基 本 計 画 調 査 等 業 務 委 託 36,893
畑 か ん 施 設 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 事 業 3,625
橋 梁 長 寿 命 化 修 繕 計 画 策 定 委 託 業 務 3,570
伊 方 港（ 仁 田 之 浜 ） 港 湾 統 合 補 助 事 業 18,000
伊 方 小・ 中 学 校 耐 震 補 強 工 事 設 計 委 託 4,700
地 域 活 性 化・ 経 済 危 機 対 策 臨 事 交 付 金 事 業 434,600
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２
億
１
、
３
１
５
万
円

一
宮
・
小
林
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

株
式
会
社
一
宮
工
務
店

豊
の
浦
漁
港
地
域
水
産
物
供
給
基

盤
整
備
事
業
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

契
約
金
額

１
億
４
、
６
７
９
万
円

田
中
建
設
有
限
会
社

塩
成
漁
港
港
整
備
交
付
金
事
業

（
分
割
の
１
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
１
、
９
１
７
万
５
千
円

有
限
会
社
竹
場
建
設

塩
成
漁
港
港
整
備
交
付
金
事
業

（
分
割
の
２
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

契
約
金
額

３
億
１
、
３
９
５
万
円

伊
方
建
設
有
限
会
社

足
成
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
４
、
５
５
３
万
円

藤
川
建
設
有
限
会
社

三
崎（
与
侈
）漁
港
港
整
備
交
付
金

事
業
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

２
億
２
、
５
５
４
万
円

有
限
会
社
三
崎
建
設

豊
の
浦
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整
備

事
業
集
落
排
水
施
設
処
理
場
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

１
億
１
、
２
３
５
万
円

伊
方
建
設
有
限
会
社

人
　
　  

事

選
　
　  
挙

伊
方
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

選
挙
に
つ
い
て

　

加　

藤　

金　

哉　
氏（
九　

町
）

　

上　

田　
　
　

宏　
氏（
豊
之
浦
）

　

竹　

下　

昌　

光　
氏（
大　

久
）

　

大　

原　
　
　

正　
氏（
与　

侈
）

伊
方
町
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

の
選
挙
に
つ
い
て

　

三
根
生　

竹　

信　
氏（
九　

町
）

　

兵　

頭　

千　

尋　
氏（
伊
方
越
）

　

藤　

渕　

昭　

一　
氏（
大　

江
）

　

宇
都
宮　

幹　

吾　
氏（　

松　

）

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い

て
　

梶　

谷　

捷
三
郎　
氏（
湊　

浦
）

　

濱　

松　

爲　

俊　
氏（
大　

久
）

　

川　

名　

育　

子　
氏（
名　

取
）

　

岡　

本　
　
　

健　
氏（
三　

崎
）

　

井　

上　

𠀋　

生　
氏（
三　

机
）

【第14回臨時会報告】
第14回臨時会は５月１日に開催され、上程された議案は、何れも原案のとおり可決されました。

○伊方町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
　　　伊方町議会議員の定数条例の改正に伴い、条例の一部を改正

○町長の専決処分事項報告について
　・伊方町税条例の一部を改正する条例制定
　　　地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正  
 
　・伊方町半島振興対策実施地域指定に伴う固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例制定
　　　 半島振興法第17条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令の一部を改      

正する省令の施行に伴い、条例の一部を改正
 
　・�伊方町原子力発電施設等立地地域の指定による固定資産税の特例に関する条例の一部を改正する条例
制定

　　　 原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法第10条の地方税の不均一課税に伴う措置が適
用される場合等を定める省令の一部を改正する省令の施行に伴い、条例の一部を改正

 
　 ・伊方町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
　　　 地方税法の一部を改正する法律及び地方税法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、条例の一      

部を改正
  
○平成21年度伊方町一般会計補正予算（第１号）
　　　歳入歳出それぞれ920万８千円を追加し、予算の総額を109億7,931万４千円とする。
　
○伊方町教育委員会委員の任命について
　　　阿　部　松　壽 氏（三崎）　　　森　元　修　治 氏（九町）
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委 員 会（協 議 会）報 告
月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

５月　１　日 議会運営委員会 第14回臨時会の運営について

５月　１　日 議員全員協議会

町長の専決処分事項報告について
　（伊方町税条例の一部を改正する条例制定）
町長の専決処分事項報告について
　（ 伊方町半島振興対策実施地域指定に伴う固定資産税の特別措置
に関する条例の一部を改正する条例制定）

町長の専決処分事項報告について
　（ 伊方町原子力発電施設等立地地域の指定による固定資産税の特
例に関する条例の一部を改正する条例制定）

町長の専決処分事項報告について
　（伊方町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定）
平成21年度伊方町一般会計補正予算（第１号）

５月２２日 議会運営委員会 一般質問の扱いについて
第15回臨時会の運営について

６月１２日 議会運営委員会 第17回定例会の運営について

６月１７日 議員全員協議会

地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業について
ふるさとづくり自治活動推進事業について
住宅用太陽光発電システム設置にかかる助成について
核燃料サイクル交付金事業について
伊方町一般廃棄物最終処分場整備事業（第３次）について
伊方町心身障害者福祉給付金条例の一部を改正する条例について

　

平
成
20
年
10
月
25
日
着
工
し
、
伊
方
町
湊

浦
に
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
町
営
住
宅
伊
方

団
地
が
、
平
成
21
年

６
月
10
日
竣
工
し
、

さ
る
６
月
17
日
㈬
、

全
員
協
議
会
に
お
い

て
議
員
16
名
が
参
加

し
、
現
地
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
方
団
地
は

定
住
促
進
等
、
住
環

境
の
整
備
を
図
る
た

め
に
建
設
し
た
も
の

で
、
総
工
事
費
２
億

６
、
１
６
４
万
８
千

円
、
Ｒ
Ｃ
造
り
４
階

建
て
片
廊
下
式
、
住

戸
面
積
74
㎡
の
３
Ｄ
Ｋ
が
16
戸
、
63
㎡
の

２
Ｄ
Ｋ
が
４
戸
の
計
20
戸
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

当
日
は
、部
屋
の
間
取
り
や
建
て
付
け
等
、

細
部
に
わ
た
り
視
察
し
ま
し
た
。

公
営
住
宅
伊
方
団
地

現  

地  

視  

察

【第15回臨時会報告】
　第15回臨時会は、５月28日に開催され、上程された議案
は何れも原案のとおり可決されました。

○�伊方町議会議員の議員報酬及び期末手当並びに費用弁
償支給条例の一部を改正する条例制定について

　　６月期末手当の支給率の改正
　　期末手当　1.60→1.45月（△0.15月）

○�伊方町特別職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例制定について

　　６月期末手当の支給率の改正
　　期末手当　1.60→1.45月（△0.15月）

○�伊方町職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例制定について

　　６月期末勤勉手当の支給率の改正
　　期末手当　1.40→1.25月（△0.15月）
　　勤勉手当　0.75→0.70月（△0.05月）

○平成21年度伊方町風力発電事業特別会計補正予算（第１号）
　　歳入歳出それぞれ９３万６千円を追加し、
　　予算の総額を４，３８６万６千円とする。

○�伊港交第４号の３　伊方港湊浦物揚場（－2.0m）
（Ⅱ）築造工事請負契約の締結について
　　契約金額　5,890万５千円
　　飛田建設有限会社
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一
　
般 

　
質
　
問

　
通
　
告
　
概
　
要

篠　

川　

長　

治　
議
員

　
○
伊
方
町
行
政
事
務
の
改
善
等
に
つ
い
て

　
○
市
場
化
テ
ス
ト
導
入
に
つ
い
て

　
○
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
よ
る
町
の
振
興
計
画
に
つ
い
て

　
○
行
政
の
適
正
な
定
員
管
理
に
つ
い
て

桝　

田　

和　

美　
議
員

　
○
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　
○
学
校
内
の
敷
地
内
禁
煙
に
つ
い
て

篠
川
　
長
治 

議
員

伊
方
町
行
政
事
務
の

改
善
等
に
つ
い
て

問　
伊
方
町
行
政
事
務
改
善
委
員

会
規
定
は
行
政
事
務
を
改
善
し
住

民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
行
政
改

革
に
資
す
る
た
め
伊
方
町
行
政
事

務
改
善
委
員
会
を
置
く
。
と
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、

（
１
）
こ
の
提
案
制
度
を
受
け
て

決
定
し
た
行
政
の
事
務
改
善
事
項

等
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
平
成
20
年
度
ま
で
の
改
善
提

案
は
41
件
で
、
改
善
事
項
の
代
表

的
な
例
と
し
て
は
、
①
事
務
決
裁

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
よ
る
決
裁

事
務
の
効
率
化
、
②
町
が
発
行
す

る
広
報
誌
発
送
に
伴
う
作
業
の
共

同
処
理
及
び
発
送
経
費
の
削
減
、

③
税
金
等
の
口
座
振
込
時
の
領
収

書
の
発
行
停
止
に
よ
る
郵
便
料
金

の
削
減
等
で
あ
る
が
、
今
後
も
更

に
検
討
を
重
ね
、
簡
素
で
無
駄
の

な
い
事
務
事
業
の
実
現
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。 

（
町
長
）

市
場
化
テ
ス
ト

導
入
に
つ
い
て

問　
市
場
化
テ
ス
ト
と
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
行
政
機
関

と
民
間
業
者
の
双
方
が
対
等
な
立

場
で
競
争
入
札
を
行
い
実
施
者
を

決
め
る
仕
組
み
で
、
透
明
・
中
立
・

公
正
な
競
争
条
件
の
下
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
や
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
る
者
が
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
担
う
制
度
で
、
つ
ま

り
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
す
る
か

否
か
の
判
断
を
競
争
入
札
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

伊
方
町
で
は
、
公
募
に
よ
り
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
製
氷
施

設
、
農
業
公
園
、
農
林
水
産
加
工

場
、
物
産
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
が
指
定
管

理
者
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
条
例
に
従
っ
て

公
募
を
行
い
、
公
の
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
団
体
を
候
補
と
し
て
選
定

し
、
議
会
の
議
決
に
よ
り
正
式
に

指
定
管
理
者
と
す
る
と
い
う
手
順

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
が
、
伊
方

町
で
は
応
募
数
が
少
な
く
、
よ
り

透
明
公
正
を
期
す
た
め
に
も
次
回

の
契
約
更
新
等
の
公
募
の
際
は
、

行
政
も
参
入
す
る
市
場
化
テ
ス
ト

の
導
入
が
出
来
な
い
も
の
か
と
考

え
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、

（
１
）
市
場
化
テ
ス
ト
の
導
入
を

提
言
し
ま
す
。

答　
指
定
管
理
者
の
募
集
時
に
行

政
も
参
入
し
て
比
較
検
討
を
す
べ

き
と
の
お
考
え
は
、
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
民
間
委
託
す
べ
き
か

否
か
を
比
較
検
討
す
る
段
階
で
当

然
に
行
わ
れ
る
作
業
で
あ
り
、「
指

定
管
理
者
制
度
の
募
集
」
と
「
市

場
化
テ
ス
ト
の
導
入
」
を
結
び
付

け
て
の
今
回
の
ご
提
案
は
、
多
少

か
み
合
わ
な
い
点
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。 

（
町
長
）

等
の
設
置
及
び
運
転
の
円
滑
化
に

資
す
る
た
め
特
に
必
要
と
し
て
経

済
産
業
大
臣
が
認
め
る
も
の
を
い

う
。）に
基
づ
き
交
付
す
る
と
な
っ

て
い
る
。

　

従
っ
て
、
県
が
作
成
す
る
地
域

振
興
計
画
は
伊
方
町
の
実
情
に
即

し
た
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、そ
の
た
め
に
は
、

予
め
伊
方
町
が
し
っ
か
り
と
し
た

振
興
計
画
を
作
成
し
て
県
と
十
分

な
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
。

（
１
）
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金

に
よ
る
伊
方
町
の
振
興
計
画
の
内

容（２
）
振
興
計
画
の
立
案
作
成
ス

タ
ッ
フ

（
３
）
振
興
計
画
に
つ
い
て
県
と

の
話
し
合
い
の
進
捗
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　
（
１
）
18
年
度
に
策
定
し
た

伊
方
町
総
合
計
画
の
中
か
ら
、
特

に
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
事
業
を
選
び
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

（
２
）
今
現
在
、
特
別
な
ス
タ
ッ

フ
等
の
選
任
は
行
っ
て
な
い
が
、

今
後
県
と
の
交
渉
に
お
い
て
状
況

の
変
化
が
生
じ
た
場
合
は
柔
軟
に

対
応
し
た
い
。

（
３
）
配
分
額
や
振
興
計
画
の
作

成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
未

だ
県
の
考
え
方
を
知
ら
さ
れ
て
お

ら
ず
、
引
き
続
き
国
及
び
県
に
強

く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。（町

長
）

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
交
付
金
に
よ
る

町
の
振
興
計
画
に
つ
い
て

問　
伊
方
発
電
所
３
号
機
は
今
年

度
内
に
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
装
荷
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
交
付
金
交
付
規
則
は
、
期
間
及

び
限
度
額
等
に
つ
い
て
、
経
済
産

業
大
臣
が
交
付
決
定
の
通
知
を
最

初
に
行
っ
た
日
の
属
す
る
会
計
年

度
か
ら
初
め
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使

用
す
る
日
の
属
す
る
会
計
年
度
ま

で
は
10
億
円
。
初
め
て
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
を
使
用
す
る
日
の
属
す
る
会
計

年
度
の
翌
会
計
年
度
か
ら
５
年
間

は
50
億
円
（
た
だ
し
、
１
会
計
年

度
に
お
け
る
限
度
額
は
25
億
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
対
象
都
道
府

県
が
作
成
す
る
地
域
振
興
計
画

（
事
業
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る

た
め
の
事
業
に
関
す
る
計
画
で
あ

り
、
か
つ
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

等
の
所
在
市
町
村
及
び
隣
接
市
町

村
の
行
政
運
営
に
資
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
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行
政
の
適
正
な
定
員

管
理
に
つ
い
て

問　
伊
方
町
の
第
一
次
行
政
改
革

大
綱
の
人
事
制
度
で
は
、
適
正
な

定
員
管
理
、事
務
処
理
の
効
率
化
、

組
織
・
機
構
の
見
直
し
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
適
正
な
定
員
管

理
は
行
政
の
費
用
対
効
果
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
繋
が
る
も

の
と
考
え
る
。

　

伊
方
町
は
総
合
支
所
等
処
務
規

則
で
町
見
出
張
所
を
設
置
し
て
い

る
が
、
開
設
当
初
と
比
較
し
て
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
、

行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
Ｉ
Ｔ
構
築

に
よ
る
事
務
処
理
の
省
略
化
等
と

相
俟
っ
て
、
住
民
の
利
便
性
・
利

用
状
況
等
も
変
化
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
見
出
張
所
の
利
用
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
ま
す
。

（
１
）
直
近
１
年
間
の
利
用
者
数

と
実
質
事
務
処
理
時
間

（
２
）
月
別
の
利
用
者
数
と
実
質

事
務
処
理
時
間

（
３
）
月
別
の
各
職
員
の
事
務
処

理
件
数
と
実
質
事
務
処
理
時
間

答　
（
１
）
戸
籍
・
住
民
票
等
の
発

行
件
数
が
１
、
９
４
４
件
、
そ
の

他
税
金
の
収
納
、
年
金
及
び
福
祉

や
介
護
に
関
す
る
相
談
や
申
請
等

（
２
）
直
近
４
ヶ
月
平
均
で
は
、

２
５
３
人
／
月

（
３
）
職
員
ご
と
の
集
計
は
行
っ

て
い
な
い
。
ま
た
実
質
事
務
処
理

時
間
に
つ
い
て
は
、
要
件
に
よ
り

様
々
で
あ
り
、
積
算
は
困
難
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

行
政
改
革
や
事
務
の
ス
リ
ム
化

等
を
目
的
と
し
た
ご
質
問
で
あ
る

と
思
う
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
切
り
捨
て
が
生
じ
な
い
よ
う

地
域
住
民
の
声
を
充
分
に
聞
き
な

が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。 

（
町
長
）

問　
（
１
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
軸
と
し
た
「
つ
な
が
る
」

「
見
守
る
」
に
つ
い
て
。

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
常
時
注

意
が
必
要
な
高
齢
者
が
い
る
世
帯

等
が
増
加
し
て
い
る
中
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
に
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
は
じ
め
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が

継
続
し
て
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

機
関
と
し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
や
虐
待
防
止
対

策
、
高
齢
者
の
孤
独
死
対
策
、
ま

た
老
老
介
護
へ
の
支
援
等
、
課
題

は
山
積
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

対
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
つ
な

が
る
」
と
「
見
守
る
」
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
「
つ
な
が
る
」
は
行
政
の
申
請

主
義
で
は
築
く
こ
と
が
出
来
ず
、

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
初
め
て

「
つ
な
が
り
」
が
出
来
る
。
そ
の

た
め
の
重
要
な
機
関
と
し
て
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
機
能
さ

せ
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
声
や

情
報
を
セ
ン
タ
ー
へ
届
け
る
仕
組

み
が
要
り
、
今
あ
る
社
会
資
源
を

活
用
し
、
役
割
を
整
理
し
た
「
つ

な
が
る
」
た
め
の
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　
「
見
守
る
」
に
つ
い
て
は
、
地

域
に
お
い
て
、
老
人
会
・
民
生
児

童
委
員
等
が
活
躍
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
は
地
域
の
社
会
資
源
と

し
て
、
新
聞
配
達
員
、
郵
便
局
、

消
防
署
、
地
域
医
療
機
関
等
の
連

携
や
情
報
提
供
等
が
考
え
ら
れ
る

伊方発電所へ搬入されるMOX燃料

桝
田
　
和
美 

議
員

高
齢
者
福
祉
の

充
実
に
つ
い
て

学
校
の
敷
地
内

禁
煙
に
つ
い
て

問　
平
成
15
年
５
月
に
「
健
康
増

進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
中
に

は
「
受
動
喫
煙
被
害
防
止
」
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
大
学
生
に
よ
る
大
麻

の
使
用
・
栽
培
等
の
事
件
が
続
出

し
て
い
る
が
、
原
因
の
１
つ
に
は

青
少
年
期
の
喫
煙
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
喫
煙
防
止
教
育
は
薬
物
乱

用
防
止
の
役
割
も
果
た
す
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
喫
煙
防
止
教
育
は
、
青
少

年
期
の
健
康
保
持
や
将
来
の
生
活

習
慣
病
等
の
長
期
に
わ
た
る
健
康

問
題
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
新
学
習
指
導
要
領
で
は
小
学

校
の
段
階
か
ら
喫
煙
防
止
教
育
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

全
校
敷
地
内
禁
煙
の
実
施
を
宣

言
す
る
考
え
は
な
い
か
。
ご
所
見

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
小
中
学
校
12
校
の
う
ち
７
校

（
小
学
校
４
校
、
中
学
校
３
校
）

が
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
し
て
い

る
。
校
舎
内
禁
煙
を
実
施
し
て
い

る
残
り
５
校
に
つ
い
て
も
21
年
度

中
の
敷
地
内
完
全
禁
煙
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
教
育
長
）

と
思
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
軸

と
し
た
「
つ
な
が
る
」
と
「
見
守

る
」
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
る
か
、
社
会
資
源
の

活
用
等
も
含
め
、お
伺
い
し
ま
す
。

答　
見
守
り
体
制
と
し
て
は
、
民

生
委
員
の
方
々
に
「
見
守
り
推
進

員
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
福
祉
の
中
心
的
な

存
在
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
19
年
度
か
ら
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
し
、
普
及
活

動
や
声
か
け
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

社
会
資
源
と
し
て
は
、
診
療

所
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
が
あ

り
、
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
健

セ
ン
タ
ー
の
職
員
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
等
が
地
域
へ
出
向
い
て
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
高
齢
者
の

活
動
母
体
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
数
は
３
、
７
８
８
名
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
資
源
が
有
効

に
機
能
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
の

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
拠
点
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
体
制
整
備
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
更
に
郵

便
局
員
、
水
道
等
検
針
員
、
消
防

署
員
、
新
聞
配
達
員
等
、
日
頃

か
ら
地
域
住
民
と
関
わ
り
を
持

つ
方
々
と
の
連
携
強
化
を
進
め
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。 

（
町
長
）
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５月１日　伊方町議会第14回臨時会
　　８日　伊方柑橘共同選果部会総会
　　15日　例月現金出納検査（監査委員）
　　17日　第21回向地区ふるさとまつり
18～20日　第34回町村議会議長・副議長研修会（東京都）
　　20日　商工会通常総代会
　　22日　議会運営委員会
　　　　　区長会
　　25日　県議長会第１回臨時会・事務局長会（松山市）
　　26日　佐田岬ツーリズム協会通常総会
26～27日　全国原子力発電所在市町村協議会総会（東京都）
　　28日　伊方町議会第15回臨時会
　　29日　伊方町商工業第26回通常総会
　　　　　 「きなはいや伊方まつり2009」第１回実行委員会
６月３日　伊方町老連総会
　　５日　八幡浜地区防犯協会通常総会
　　７日　第14回きららまつり
　　10日　伊方町人対・人教協役員会
　　　　　水道会計決算審査（監査委員）
　　　　　例月現金出納検査（監査委員）
　　11日　第14回伊方町国際交流協会定期総会
　　12日　議会運営委員会
　　17日　議員全員協議会
　　18日　伊方町人権対策・人権教育協議会
６月22日　西宇和郡障害者協会総会

24～26日　伊方町議会第17回定例会
７月１日　伊方町遺族会総会
　　３日　 国道197号地域高規格道路建設促進期成同

盟会定期総会
　　４日　県町村議会議長会意見交換会（松山市）
　　６日　 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会第２回

臨時会（松山市）
６～７日　 全国原子力発電所立地市町村議会議長会役

員会・定期総会（東京都）
８～10日　 第34回部落解放・人権西日本夏期講座（山

口県）
　　９日　町見地区戦没者慰霊祭
９～10日　第56回四国地区人権教育研究大会（松山市）
　　10日　 愛媛県町村議会議長会創立60周年記念議員

研修大会（松山市）
15～16日　 原発議長会「Ｂブロック」事務局長会議（東

京都）
　　21日　 国道197号地域高規格道路建設促進知事要

望（松山市）
　　22日　 国道197号地域高規格道路建設促進期成同盟

会国土交通省四国地方整備局要望（高松市）
22～８／３ 日　平成20年度一般会計等決算審査（監査

委員）
８月３日　例月現金出納検査（監査委員）

議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌議 　 会 　 日 　 誌
  

さ
る
２
月
20
日
、
愛
媛
県
政
発
足
記
念
日
知
事
表
彰
式
が
県
庁
で
行
わ
れ
、
県
政
振
興
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
地
方
自
治
の
分
野
に
お
い
て
、
松
澤
周
作
議
員
が
知
事

表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
澤
議
員
は
昭
和
55
年
に
瀬
戸
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
平
成
17
年
の
３
町
合
併
ま

で
７
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
任
さ
れ
、
交
通
網
の
整
備
、
風
力
発
電
事
業
の
促
進
、

社
会
教
育
施
設
の
整
備
促
進
等
、
県
政
及
び
町
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

合
併
後
も
、
議
会
議
員
と
し
て
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
功
績
に
よ
り
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

松
澤
周
作
議
員
　
知
事
表
彰
を
受
章

　

 
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
町
村

議
会
の
円
滑
な
運
営
と
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
24
年
７
月
29
日
に
35
町
１
９

８
村
の
町
村
議
会
議
長
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
昭
和
の
合
併
で
58
町
村
（
44
町
14

村
）
と
な
り
、
さ
ら
に
平
成
の
大
合
併

を
経
て
、
現
在
９
町
の
連
合
組
織
と
し

て
、
地
方
自
治
の
担
い
手
で
あ
る
議
会

人
と
し
て
の
研
さ
ん
に
努
め
地
方
議
会

の
権
能
の
充
実
強
化
と
そ
の
適
正
な
運

営
に
寄
与
す
る
た
め
、
積
極
的
な
業
務

活
動
を
行
い
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
設

立
60
周
年
を

記
念
し
て
、

７
月
10
日
㈮

メ
ル
パ
ル
ク

松
山
に
お
い

て
議
員
研
修

大
会
が
行
わ

れ
県
下
全
町

議
会
議
員
等

約
１
７
０
名

が
参
加
し
、
当

町
議
会
か
ら
も

議
員
15
名
、
事

務
局
職
員
１
名

が
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
感

謝
状
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、
阿
部

吉
馬
議
員
が
41

代
会
長
（
平
成

16
〜
17
年
）
と

し
て
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
研
修
会
で
は
、
２
題
（「
地

方
議
会
に
危
機
管
理
術
」
講
師 

市
町
村

ア
カ
デ
ミ
ー
客
員
教
授
、「
麻
生
政
権
の

命
運
と
総
選
挙
の
行
方
」 

講
師
イ
ン
サ

イ
ド
ラ
イ
ン
編
集
長
）
の
講
演
が
あ
り
、

具
体
的
実
務
的
で
分
か
り
や
す
い
解
説

と
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で
飽
き
さ
せ
な

い
内
容
等
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間

で
し
た
。

　

松
山
の
水
不
足
を
解
消
し
そ
う
な
大

雨
の
な
か
、
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

感謝状贈呈式

研　修　会

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

創
立
60
周
年
記
念
議
員
研
修
大
会


